
 

 
 

アストンマーティンエンジン搭載のＬＭＰ１が登場 

 

ル・マン２４時間レースとル・マンシリーズに参戦する、シャルー・レーシング・システムズのクロー

ズドコックピットのローラ社製シャシーに、２００７年のＧＴ１クラス優勝マシンのＤＢＲ９に搭載され

ていた６リッターＶ１２エンジンを供給することになりました。 

 

これは、２００８年より、ＬＭＰクラスの新レギュレーションで、ＧＴ１クラスのエンジン搭載が許可さ

れたことに対応したものです。 

 

アストンマーティンレーシングは、既にトーマス・エンゲ、ステファン・ミューク、ジャン・シャルーと２０

０８年のドライバー契約を結び、プロトタイプクラスへの挑戦に準備を進めています。ローラ社と共

に、エンジンと駆動系の新型シャシーへのパッケージング作業をすすめており、レースウィークに

は、アストンマーティンレーシングのエンジニアがサポートいたします。 

 

新たに搭載されるＶ１２エンジンは、既に昨年のＧＴ１クラス制覇で、パフォーマンスと耐久性が証

明されています。アストンマーティンレーシングは、新しい軽量シャシーに搭載することで、どのよ

うなパフォーマンスをみせるか大変楽しみにしており、我々にとって新たな経験となることでしょう。 


